
 

 

 

 

『未見の我』 

                          校長 福田 雅子 

７月の始めに起こった西日本豪雨によって、甚大な被害が出ています。このところの猛暑で復旧作業も

なかなか厳しい状況にあると言われていますが、何より、亡くなられた方が 223 名（警視庁発表、7/18 現

在）、未だに安否が確認できない方もいらっしゃいます。亡くなられた方のご冥福をお祈りするとともに、

今回災害に合われた方に心よりお見舞いを申し上げたいと思います。また、私は今回の豪雨災害で、命の

大切さを改めて実感しましたし、こうやって皆さんと当たり前に日常の生活を送ることができることに感

謝したいと強く思いました。 

さて、１学期の始業式で２・３年生の皆さんには目標を持つことについて話しました。自分の目標を持

ってほしい。なりたい自分を一つ設定してほしい。そして、そのなりたい自分に近づくために今何をしな

ければならないか、どんなことを心がけて生活していくのか、考えてほしい。さらにはその考えたことを

是非実行に移してほしい、という話をしました。どうですか、なりたい自分に少しずつ近づいているでし

ょうか。決めたことを実践できているでしょうか。 

今回は、今何度も出てきた 自分 ということに関連して、「未見の我」についての話をしたいと思いま

す。これは漢字で書いた意味の通り、未だ見ざる私 ということで、詩人でもある穂積得也が「一人のた

めに」という詩集の中で、自分でも気づいていない潜んだ才能のことを「未見の我」という言葉を使って

表現しました。 

自分にとって自分自身は一番大切な存在です。そして一番身近な存在でもあります。しかし、鏡を使わ

なければ自分の目で自身を見ることができないように、ある意味一番遠い存在でもあります。自分のこと

は一番よくわかっているようでわからないこともある。またそのことにさえ気づかない場合もあるようで

す。 

一方で、皆さんが今真っ只中にいる高校時代というのは、人の一生という大きな流れの方向を決定する

大切な時期です。そしてその大きな流れの方向を決めて、勢いよく伸びる時期でもあります。だとすれば、

高校時代は、自分でも気づいていない潜んだ才能つまり「未見の我」を発見し、その潜在能力を生かす努

力をしてほしいと私は思うのです。苦しくなっても簡単にあきらめたりしないで最後までやり抜き、より

高いところ、一歩前へ自分を高めようとする努力をしてほしい。そういう意味で、先ほどの穂積得也は「自

分はまだまだやれる。自分を見くびるな」と言っているわけです。 

そして他の人に対する評価についても同様のことを言っています。「彼はその程度のやつだ」と決して見

くびったりしないで、「未見の我」、「未見の彼」を発見し、可能性を信じることの大切さを表現しています。 

ということで、１学期をもう一度よく振り返って、自分は何ができるようになったのか、足りなかった

のは何か考えてみてください。２１日から夏季休業ですが、補習、学習会、２年生はインターンシップ、

さらには部活動とやるべきことがそれぞれあります。どうか、皆さんには「未見の我」を発見してほしい。

発見する努力をしてほしいと思います。そして、それを伸ばし、是非前向きになすべきことに向き合って

ほしいと考えています。 

約一か月あまりで２学期の授業開始式がやってきますが、元気で生き生きとした皆さんと会えるのを楽 

 

８月の行事予定 

日 曜 行事予定 

１日 
９日 

１７日 
１８日 
２０日 
２４日 
２５日 
２７日 
２８日 

水 
木 
金 
土 
月 
金 
土 
月 
火 

夏季学習会（～７日）、親子検診（～２日） 
平和学習 
後期夏季補習（～２３日） 
３年校外模試（～１９日） 
県立大学看護出張講義 
授業開始式、課題確認テスト、専門委員選出 
３年小論模試、ソフトテニス島原選手権大会（～２６日） 
課題確認テスト 
中高合同体育祭合同練習（６･７校時）～３１ 

 

― お知らせ ― 
〇 中高合同体育祭 ９月９日（日）[予備日９月１１日（火）] 

皆様のご来場をお待ちしております。 

 

生徒会選挙（６月１９日） 

６月１９日（火）に生徒会役員選挙が実施されました。文化委員長による選挙に対す

る心構え、立候補者の立会演説会、投票要項の説明の後、投票が行われました。立会演

説は応援演説、立候補者演説の順序で行われ、北松西高校をさらに発展させるために必

要なこと、そのことに対する自分の思いを熱く語ってくれました。公職選挙法の一部改

正により満１８年以上満２０年未満の者が選挙に参加することができるようになり、そ

の練習も兼ねて実際の選挙投票と同じ方法により体育館で実施されました。 

投票後、新役員が選出され、以下のような結果となりました。       

会 長 永田 宏紀（２－１） 副会長 﨑山 富公衛（２－１） 橋本 虎大郎（１－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急法講習会 

７月５日（木）に佐世保西消防署小値賀出張所の消防

署員の方や小値賀の消防団の方をお招きし、心肺蘇生法

の胸骨圧迫やＡＥＤの使用法を中心とした救急法につい

て講習会を実施しました。 

北松西高だより 
第４号 平成３０年７月２５日 

http://www.hokusho-nishi.ed.jp/ 

e-mail hokushounishi-h@news.ed.jp 

http://www.hokusho-nishi.ed.jp/ 

e-mail kyoumu@hokusho-nishi.ed.jp 

   

投票用紙の配布      記載台にて記載      投票箱に投票 

 
しみにしています。 
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公開授業ウィークス（６月１８日～６月２９日） 

６月１８日（月）から６月２９日（金）

の公開授業ウィークスにおいて、高校では

３年国語（平田先生）、３年日本史（小田﨑

先生）、２年英語（浦田先生）、１年数学（羽

山先生）、１年音楽（草野先生）の公開授業

を行いました。多くの方に参観していただ

きありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内球技大会 

７月１９日（木）、校内球技大会（ソフトバレーボール）を実施いたしました。猛暑の

中、生徒たちは元気なプレーを見せてくれました。結果は以下の通りです。 

優 勝 ３年Ａチーム 

（魚屋諒大 博多屋颯汰 藤屋凜太郎 牧尾元暉 松永光希 坂井星香 橋本彩 草野先生） 

 準優勝 ２年Ｂチーム 

（門田秀英 門脇梢平 筒井尚史 平田樹 松永海千郎 貝屋恵理 村中夏美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１００回全国高等学校野球選手権記念長崎大会 

７月６日（金）の開会式を皮切りに「本気の夏、１０

０回目」の大会スローガンのもと夏の甲子園大会長崎県

予選が始まりました。７日（土）に１回戦にのぞみまし

た。対戦結果は次のとおりです 

１回戦 北松西 １－５ 口加 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは１回戦、口加高校と対戦し、１－５で敗れました。会場からは、多くの声援

を、また小値賀やその他の場所からも応援して頂き、ありがとうございました。今まで

楽しく野球をできたのも、保護者や先生方、監督のおかげです。ありがとうございまし

た。１・２年生には、少ない人数にはなりますが、夏１勝以上を目指して頑張ってほし

いと思います。今までありがとうございました。    （主将：３年１組 橋本大輝） 

おぢか企業説明会 

７月１７日（火）、１年生を対象におぢか企業説明会が実施

されました。小値賀で働いている方を中心にお話しを伺い、

生徒一人ひとりの地元を愛する心を育み、職業観を広げて自

分の将来像を考えることが目的です。本校の卒業生を含む６

名の方に業務内容や地域の実態について丁寧な説明をしてい

ただき、生徒たちは熱心に耳を傾けていました。 

 

シンガポール語学研修 

２年の村中夏美さんが、７月２７日（金）から１０泊１１日間、

高校生のシンガポール語学研修に参加します。これは県教育委員

会主催で、将来国際社会で活躍することを目指す高校生を海外に

派遣し、高い語学力と広い視野を身に付けたグローバル人材の育

成を目的として実施されるものです。県内の２０名の高校生とと

もに参加し、ホームステイをしながら語学学校で語学研修を受け

たり、現地の大学生や企業の方と交流したりします。 

 

編集後記 松のひとりごと・・・ 

 

        ３年 国語 

 

        ３年 日本史 

 

        ２年 英語 

 

        １年 数学 

 

        １年 音楽 

   

 

 
 

 

 

夏休みが始まりました。皆さんはこの夏に取り組みたいことが沢山あります

か？気温も高くなっていますから体調には十分気を付けて、充実した日々を過

ごしてくださいね。 

 

   

３年 A チーム 

２年 B チーム  
よっしゃー 

   
集中 決まれー たけ～ 


